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エイズ予防財団ＨＩＶ医療講習会（兼）
北海道ＨＩＶ歯科医療研修セミナーｉｎ室蘭
日時：平成28年2月20日㈯ 14:00～
場所：社会医療法人母恋　日鋼記念病院
主催： エイズ予防財団、北海道、北海道歯科医師会、

北海道ＨＩＶ／ＡＩＤＳ歯科医療連絡協議会
講演Ⅰ　「本講習会について」
　北海道大学大学院歯学研究科　
　口腔診断内科学教室　教授　北川義政先生
基調講演　「 ＡＩＤＳやＢ型肝炎・Ｃ型肝炎の基礎知

識と最近の話題」　
　社会医療法人　製鉄記念室蘭病院　
　血液腫瘍内科科長　黒田裕行先生
講演Ⅱ　「 北海道ＨＩＶ歯科医療ネットワーク 

構築事業について」　
　医療法人回生会　大西病院　
　歯科口腔外科部長　鳥谷部純行先生
　北海道大学大学院歯学研究科　
　口腔診断内科学教室　講師　佐藤 淳 先生
講演Ⅲ　「当科における感染対策の現状」
　社会医療法人　日鋼記念病院口腔外科　
　歯科衛生士　小関加奈先生
ラッピング実習　「 明日から出来る歯科用器具の

ラッピング」
　旭川医科大学　歯科口腔外科講座　
　准教授　竹川雅範先生
　旭川医科大学病院　歯科口腔外科　
　歯科衛生士　藤倉弓子先生

　歯科診療におけ
る消毒のあり方、
感染の可能性等が
マスコミを賑わすこ
ともあり国民の歯
科への目が厳しく
なっている現在に

おいて、HIVを中心とした上記
セミナーが医師、歯科医師、
衛生士、歯科助手、総勢68名
の参加を得て開催された。
　セミナーでは実際にあった
HIVによる診療拒否の話題か
ら始まり、HIVの基礎知識から

最近の治療法により死に至る病ではなく、慢性疾患
となり予後がかなり改善されたこと、B肝・C肝の
最新の治療法、医療現場での感染リスクと対策に
ついての講義がなされた。
　ついで北海道におけるHIV/AIDS医療の現状と
患者数の推移が説明され、その治療にあたるため
の「北海道HIV歯科医療ネットワーク」の説明と参加
の呼びかけが行われた。

　休憩をはさみ、日本歯科医学会監修の院内感染
対策に基づき、実際に日鋼記念病院口腔外科にて
行われた感染対策の取り組みについて説明が行わ
れた。バー、ハンドピースから印象用トレー、エプ
ロン、ゴーグルにいたるまでそれぞれ個別の器材
に対する感染対策の現状・問題点・改善策に分け
て、解決方法を明示した。
　最後にラッピング実習となり実際のユニットを使
用して、安価かつ短時間で可能なラッピング方法
を実習した。特にビニール袋とシーラーを使用した
タービン等へのラッピングはその安易さ手軽さで特
に参加者の関心を得ていた。
　日常の歯科診療の根幹となる感染対策に重きを
置いたセミナーであり、日々の歯科医院での感染
対策を見つめ直し、より安全に治療を遂行するた
めの契機となる有意義な時間であったと感じた。
 （宮武忠司記）
お口の大学院　ハッピーマウス健口講座　第2週目
日時：平成28年3月2日㈬ 13：30～
場所：室蘭歯科医師会館
主催： （一社）北海道歯科医師会、  

 公益財団法人北海道健康づくり財団
　ハッピーマウス
健 口 講 座 第2週
目、1講目は室蘭
を拠点とするコミュ
ニティーFMラジオ
局、FMびゅーの
代表取締役社長
沼田勇也氏による
「ラジオ放送は口
から耳へ」をテー
マにした講演が行
われた。CFMなら
ではの地域に密着
した放送、災害や

非常時におけるCFMの放送の重要性、少人数での
ラジオ番組制作の苦労話、60名のボランティアス
タッフに支えられていることやパーソナリティーの仕
事、正しい発音、発声、またそのトレーニング法な
どを講演された。室歯会は、6月の歯の衛生週間で
イベント会場からの生放送やCM放送による広報活
動などで口腔衛生啓発活動に貢献してもらっている。
　2講目、大人のための歯磨き法「あなたの歯磨き
本当にきれいになっている？」をテーマとして、北海
道歯科衛生士会室蘭支部の柿山明美氏が講演され
た。まず、受講者に自分自身の口腔内の汚れの溜
まりやすい場所や磨き残しやすいところを分かりや
すく伝えた後で、3人の歯科衛生士を加えて受講者
に染出しによるTBIを行った。受講者は渡された歯
ブラシと手鏡で熱心にブラッシングを行った。
 （森 勝彦 記）
お口の大学院　ハッピーマウス健口講座　第3週目
日時：平成28年3月9日㈬ 13：30～
場所：室蘭歯科医師会館

主催： （一社）北海道歯科医師会、 
 公益財団法人北海道健康づくり財団

　ハッピーマウス
健口講座第3週目、
1講目は、言語療
法と歯科領域の関
連性をテーマに、
日鋼記念病院言語
聴覚士 堀 雅子氏
が講演された。言
語聴覚士は、言
葉によるコミュニ
ケーションや嚥下
に問題がある方々
の社会復帰をお
手伝いし、自分ら

しい生活ができるよう支援をする仕事と説明し、
日々の仕事の内容や、摂食嚥下障害、構音障害に
ついてのリハビリテーションを話された。受講者に
リハビリテーションの体操や唾飲み込みが何回でき
るか等を実際に行ってもらい、自分の状態を確認
してもらっていた。咀嚼筋のトレーニング法をネッ
トで調べて実際にやってみたいという受講者もみら
れた。
　2講目は、歯からわかる縄文人の食と文化を講演
テーマにした、伊達市噴火湾文化研究所の学芸員
青野友哉氏が講演された。噴火湾沿岸で多くの縄
文人骨が見つかり、その歯から当時の暮らしぶりや
食生活、社会までをも知る手掛かりとなることを話
された。また、歯を墓に入れたり儀礼に用いたり縄
文人の歯にこだわった精神文化、日本列島の人の
ルーツについても興味深い話であった。青野氏の
現在の研究テーマである「古人骨の歯に残る火山性
フッ素の分析」についても講演され、受講者は食い
入るように話に耳を傾けていた。 （森 勝彦 記）
お口の大学院　ハッピーマウス健口講座　第4週目
日時：平成28年3月16日㈬ 13：30～
場所：室蘭歯科医師会館
主催： （一社）北海道歯科医師会、  

 公益財団法人北海道健康づくり財団
　ハッピーマウス
健 口 講 座 第4週
目、1講目は、生
きることは食べるこ
と！口と体の健康と
題して、日鋼記念
病院栄養士の西條
美郷氏が講演され
た。噛むことの重
要性、歯に必要な
栄養素、またその
上手な摂取法、調
理法。歯と生活習
慣病。バランスの

良い食事を心掛けましょうと話された。質問タイム

では、塩分摂取量や卵とコレ
ステロール、ヨーグルトの摂取
など女性受講者から多くの声
を頂き食と健康への関心の高
さがうかがわれた。
　2講目、ヒグマって肉食？～
歯から見るヒグマの食性～とい
うテーマで、のぼりべつクマ牧場学芸員坂元秀行
氏が講演された。肉食と思われがちなヒグマも7割
がたは、植物性の物を食べていること、季節で食
べ物が変化していることや冬眠中に出産すること、
飼育されたクマと野生のクマでは食性が多少違って
いることなどわかりやすく話された。坂元氏が、実
際に持参していただいたクマの頭蓋骨を見ることが
できた。受講者は講演後に近くまで行き、クマの頭
蓋骨をじっくりと観察していた。 （森 勝彦 記）
パラレルスキークラブ1泊スキーツアー
日時：平成28年3月5日㈯、6日㈰
場所： ニセコグランドホテル泊  

ニセコアンヌプリスキー場
　室歯会のスキー同好会であるパラレルスキークラ
ブの、1泊ツアーが行われた。
　今回はバスツアーと違い、現地集合なので、土
曜の診療を早めに切り上げ、6時の宴会の前に、
ニセコのスキーを楽しむ予定でしたが、診療が残
念ながら終わらず、夕方の出発になってしまいまし
た。ニセコに向かう途中、見えてきた羊蹄山が夕
陽に染まって茜色に見えて美しく、ニセコ連山も素
晴らしい眺めでした。宿泊先の毎年お世話になって
いる、若返りの湯と混浴露天風呂が人気のニセコ
グランドホテルには宴会前ギリギリの到着でした。
　パラレルスキークラブ会長の由川先生の挨拶お
よび乾杯で会は始まりました。今日の最高のニセコ
のパウダースノーを朝から楽しんだ先生もいらした
ので、その感想を話題に、今シーズンのスキーの
話で盛り上がりました。その後、部屋にもどり、2
次会で夜遅くまで盛り上がりました。次の日は天気
予報どおり、朝から雨で、3月初めのニセコとは思
えない天気で早めの解散となりました。
　今シーズンも室蘭スキー連盟指導員の大長一正
先生には大変お世話になりました。
　また、幹事の宍戸先生、黒田先生、大変お疲れ
様でした。また、来シーズンも宜しくお願い致します。
 （三國一郎記）

室蘭
M U R O R A N

平成27年度 救急医療講習会　　
日時：平成28年2月6日㈯ 15：00～
場所：札歯会館大講堂　

　平成28年2月
6日㈯午後3時
から、札歯会館
大講堂にてコ・
デンタルスタッ
フ対象の救急医
療講習会が開催
されました。ま

ず、救急医療委員会の 森 憲弥 副委員長より救急 
医療の講義と一次救命処置（BLS）の説明がありまし
た。本講習会は緊急事態に遭遇した場合の対応に
ついて特に重要となるスタッフの資質向上を図るこ
とを目的として、出席者全員が実習に参加し、講習
を受ける内容となっております。本年も医療安全講
習会という位置付けに加え、救急医療への関心の
高さ、合併症発生時の対処の必要性から、59名が
参加されました。
　実習はバイタルサインのチェックと点滴セットの
組み方、静脈路確保については4グループ、一次
救命処置（BLS）は8グループに分かれて行いまし
た。今年もお忙しいなか応援に駆けつけていただ

いた外部講師の先生方には、誌面をお借りし改め
てお礼申し上げます。誠にありがとうございました。
 （太田教之記）
平成27年度第3回学術講演会
日時：平成28年2月20日㈯ 15：00～
場所：札歯会館大講堂
　第3回学術講演会が平成27
年2月20日㈯午後3時から札
歯会館大講堂にて開催され、
113名の出席がありました。
　演題は「顎関節症の基礎か
ら海外最新情報まで ～診査診
断・治療におけるポイント～」
とされ、北海道大学大学院歯学研究科国際歯科部
門講師の有馬太郎先生にご講演いただきました。
顎関節症の専門医ではない一般開業医が理解すべ
き内容を、創意工夫を凝らし、見事に2時間という
制限のなかで、楽しく、わかりやすく伝えていただ
きました。
　現在、顎関節症国際診断基準（DC/TMD）の日本
語翻訳のメンバーとして奮闘中とのことです。ご講
演のなかでも、DC/TMDの診断フローチャートの解
説がありましたが、年内の日本語版の発表が期待
されます。
　日本では顎関節症の治療法についてさまざまな
情報が氾濫し、何を信頼すればよいかわかりにくい
現状のなか、今回の有馬先生のご講演により顎関
節症に対し、頭の中がすっきり整理され、大変充
実した講演会でした。 （鈴木敏人記）

札幌
S A P P O R O 空知

S O R A C H I

空知歯科医師会第三回学術講演会
日時：平成28年3月18日㈮ 19:00～
場所：滝川ホテル　三浦華園
演題： 「おさえておきたい顎関節症の今」 

  ～一般開業医として出来ること、すべき事～
講師： 医療法人社団慶祥会 

ウィズ・ユー歯科 
大田祥一先生

　臨床上遭遇する顎関節症に
ついて基礎からご講演いただ
いた。分類にのっとり診断手
順をしっかり踏みながら原因を

精査し一般開業医での治療のゴールの設定方法を
学んだ。
 （多比良昭寛記）
平成28年度診療報酬改正に伴う伝達講習会
日時：平成28年3月25日㈮ 19:00～
場所：滝川ホテル　三浦華園
講師： 北海道歯科医師会 

理事　近藤誉一郎先生
　旭川で行われた集団指導で
ある、診療報酬改定説明会を
聴講し終えた後に行われた今
回の伝達講習会は、内容をよ
り詳しく理解することに大変役
立った。大幅な改正になる今回の改定に歩調を合
わせるため沢山の会員が参加し熱心に耳を傾けて
いた。
 （多比良昭寛記）

平成27年度第2回美歯会臨時総会、
北海道歯科医師連盟美唄支部臨時総会、及び
平成28年度診療報酬改定に伴う社保講習会
日時：平成28年3月26日㈯ 12:30～15:30
場所：美唄ホテルスエヒロ
講師： 北海道歯科医師会　 　 

常務理事　井谷秀朗先生
　3月の雪緩む土曜日に上記会議、講習会が行わ
れた。
　臨時総会は一般経過報告の後、平成28年度事
業計画及び一般会計収支予算書、さらに美歯会定
款施行規則の一部変更・追加に関して議長より報
告と説明があり、参加会員の一致した承認が得ら
れ円滑に終了した。その後行われた連盟美唄支部
臨時総会では名称変更などに伴う美唄歯科医師連

盟規則（案）につい
て支部長より説明
があった。
　引き続き社保講
習会が行われた。
　今回の改定では
「かかりつけ歯科
医機能」「チーム医療・医科歯科連携の推進」「在
宅歯科医療の推進」等の充実が図られており、それ
に対応して新しい施設基準の設置や従来の施設基
準が見直された。それらの詳細（か強診など）の説
明から、新たに保険導入された技術項目（レジン前
装金属冠の適応範囲の拡大やファイバーポストな
ど）や、特定保健医療材料の見直しなどについて丁
寧な解説があった。
　我々は今後出される疑義解釈等もしっかり理解し
て適正な保険請求に努めたい。井谷先生にはお忙
しいなか会員からの多数の質問にも制限時間ぎ
りぎりまでご回答いただき誠にありがとうござい
ました。 （滑川貴彦記）

美唄
B I B A I


